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1
　
落
語
と
速
記
と
録
音
と

　
落
語
の
口
演
は
、
演
者
と
同
じ
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る
聴
衆
の
み
が
、
そ
の
時
間
と
空
間
に
お
い
て
享
受
し
、
そ
の
場
で
消
え
て
い

く
。
定
ま
っ
た
脚
本
も
無
い
の
で
、
そ
の
言
葉
の
残
滓
さ
え
、
時
空
を
共
に
出
来
な
か
っ
た
者
は
読
む
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
、
十
九
世
紀
末
に
実
用
化
さ
れ
た
速
記
法
と
録
音
技
術
と
に
よ
っ
て
、
共
に
話
芸
の
全
容
は
伝
え
ら
れ
な
い
な
が
ら
、
落
語
家
の
語
っ

た
言
葉
が
、
そ
れ
な
り
の
忠
実
さ
で
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
お
か
げ
で
、
百
年
以
上
も
後
の
我
々
ま
で
も
、
明
治
の
名
人

た
ち
の
話
し
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
落
語
速
記
本
の
嚆
矢
が
、
日
本
語
速
記
の
開
祖
・
田
鎖
綱
紀
に
学
び
、
我
が
国
最
初
の
速
記
事
務
所
「
速
記
法
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ

た
若
林
玵
蔵
と
酒
井
昇
造
と
が
当
代
落
語
界
の
第
一
人
者
・
三
遊
亭
円
朝
演
ず
る
人
情
噺
を
速
記
し
た
『
怪
談
牡
丹
燈
籠
』（
一
八
八
四

年
）
で
あ
る
こ
と
は
、
本
巻
の
読
者
諸
賢
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　『
牡
丹
燈
籠
』
の
成
功
を
受
け
、『
塩
原
多
助
一
代
記
』『
業
平
文
治
漂
流
奇
談
』（
共
に
一
八
八
五
年
）
な
ど
の
円
朝
速
記
本
が
次
々
に

刊
行
さ
れ
、『
や
ま
と
新
聞
』
創
刊
を
飾
っ
た
円
朝
の
『
松
の
操
美
人
の
生
埋
』（
一
八
八
六
年
）
以
下
、
新
聞
連
載
物
も
続
き
、
さ
ら
に

は
、『
百
花
園
』（
一
八
八
九
年
創
刊
、
一
九
〇
〇
年
終
刊
）
を
は
じ
め
、
落
語
速
記
を
中
心
と
し
た
雑
誌
も
発
刊
さ
れ
、
落
語
速
記
の
全

盛
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
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2
　
言
語
資
料
と
し
て
見
た
速
記
本
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
に
お
け
る
二
重
性

　
三
遊
亭
円
朝
（
一
八
三
九
─
一
九
〇
〇
）
の
最
初
の
速
記
本
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』（
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
刊
）
は
、
或
い
は
、
二

葉
亭
四
迷
や
山
田
美
妙
な
ど
の
初
期
の
言
文
一
致
運
動
に
強
い
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
或
い
は
、
明
治
期
東
京
の
大
落
語

家
・
円
朝
の
口
演
が
速
記
と
い
う
実
際
の
高
座
を
よ
く
写
し
た
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
た
ち
で
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
文

学
史
上
、
芸
能
史
上
、
国
語
史
上
の
主
要
な
資
料
と
し
て
、
様
々
な
面
か
ら
注
目
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ

の
速
記
本
資
料
の
言
語
資
料
と
し
て
の
価
値
・
性
格
に
関
し
て
は
、
未
だ
、
充
分
に
具
体
的
な
調
査
・
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
そ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
こ
の
速
記
本
『
牡
丹
燈
籠
』
の
言
語
資
料
性
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
資
料
が
も
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
言
語
資
料
と
し
て
の
様
々
な
二
重
的
性
格
（
特
に
高
座
口
演

0

0

と
速
記
本
文
章

0

0

と
の
二
重
性
）
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
こ
の

速
記
本
全
編
に
お
け
る
主
に
文
体
的
な
不
統
一
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
、
こ
の
資
料
的
二
重
性
と
の
関
連
に
お
い
て
、
と
ら
え
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
の
底
本
に
は
、
原
装
複
製
本
（
文
献
16
）（

1
） 

を
用
い
た
。
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3
　
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
別
製
本
に
つ
い
て� 	

	

─
そ
の
書
誌
的
紹
介
な
ら
び
に
初
版
本
と
の
語
法
上
の
相
違
点

─

　
本
稿
は
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
別
製
本
を
書
誌
的
に
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
、
主
に
『
初
版
本
』
と
の
語
法
上
の
相
違

点
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
比
較
に
用
い
る
『
初
版
本
』
の
底
本
に
は
近
代
文
学
館
の
複
刻
版
、『
五
版
本
』
の
底
本
に

は
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
を
使
用
し
た
。

一
─
一

　
三
遊
亭
円
朝
演
述
・
若
林
玵
蔵
筆
記
の
最
初
の
落
語
（
人
情
噺
）
速
記
本
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
の
刊
本
と
し
て
は
、
全
一
三
編
・
分
冊
形

式
の
和
装
本
で
あ
る
『
初
版
本
』
と
、
全
一
冊
で
ボ
ー
ル
表
紙
洋
装
本
の
『
再
版
本
』
〜
『
五
版
本
』
と
が
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
は
、
ま
ず
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
七
月
か
ら
同
年
十
二
月
に
か
け
て
、
全
一
三
編
の
分
冊
形
式
で
、
東
京
稗

史
出
版
社
か
ら
、
順
次
、
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
を
、
本
稿
で
は
『
初
版
本
』
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
今
日
で
は
、
こ
の
『
初
版

本
』
に
は
原
装
複
製
本（

1
）が
あ
り
、
本
稿
で
は
、
こ
の
複
製
本
を
『
初
版
本
』
の
底
本
と
し
て
用
い
た
。

　
こ
こ
で
、
後
に
紹
介
す
る
『
山
本
本
』
や
『
鶴
見
本
』
と
の
比
較
の
便
宜
の
た
め
、『
初
版
本
』
の
特
徴
を
、
い
く
つ
か
、
箇
条
書
き

に
し
て
示
し
て
お
く
。
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65

4
　
東
京
落
語
資
料
の
問
題
点
若
干� 	

	

─
十
九
世
紀
末
〜
二
十
世
紀
初
頭
の
東
京
口
語
文
法
研
究
の
た
め
に

─

は
じ
め
に

　
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
の
（
明
治
期
）
東
京
口
語
資
料
と
し
て
期
待
さ
る
べ
き
当
時
の
東
京
落
語
資
料
と
し
て
は
、

そ
の
口
演
を
速
記
し
活
字
文
章
化
し
た
速
記
資
料
群
と
、
レ
コ
ー
ド
に
録
音
記
録
し
た
レ
コ
ー
ド
資
料
群
と
が
、
現
在
に
、
知
ら
れ
て
い

る
。

　
有
名
な
三
遊
亭
円
朝
演
述
・
若
林
玵
蔵
速
記
『
恠談

牡
丹
燈
籠
』
の
刊
行
（
一
八
八
四
年
）
を
嚆
矢
に
、
単
行
本
・
新
聞
・
雑
誌
に
数
多

く
残
さ
れ
た
落
語
速
記
資
料
群
の
方
は
、
言
文
一
致
運
動
と
の
か
ら
み
も
あ
り
、
円
朝
物
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
を
分
析
・
利
用
し
た
諸
論

考
が
見
ら
れ
る
が
、
未
だ
十
分
に
調
べ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
一
方
、
十
九
世
紀
末
の
蠟
管
録
音
に
続
き
、
一
九
〇
三
年
よ
り
録

音
・
製
作
さ
れ
て
い
っ
た
落
語
最
初
期
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
資
料
に
つ
い
て
は
、
私
に
よ
る
概
括
的
紹
介
（
文
献
2
）
が
あ
る
他
は
、
言
語

資
料
と
し
て
殆
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い（

1
）の
が
現
状
で
あ
る
。

　
最
近
、
私
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
を
用
い
た
（
明
治
期
）
東
京
語
の
調
査
・
分
析
を
試
み
つ
つ
あ
る
が
、
未
だ
、
十
分
に
体
系
的
な
記
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5
　
速
記
は
「
言
語
を
直
写
」
し
得
た
か� 	

	

─
若
林
玵
蔵
『
速
記
法
要
訣
』
に
見
る
速
記
符
号
の
表
語
性

─

一
　「
言
語
を
直
写
」
す
る
速
記
法

　
日
本
の
速
記
界
の
草
分
け
の
一
人
で
あ
る
若
林
玵
蔵（

1
）は
、
自
ら
が
速
記
し
た
初
の
人
情
噺
本
・
三
遊
亭
円
朝
演
述
『
恠
談
牡
丹
燈

籠
』（
東
京
稗
史
出
版
社
、
一
八
八
四
年
）（

2
）の
「
序
詞
」
に
お
い
て
、
自
ら
の
速
記
法
が
「
言
語
を
直
写
」
し
、
説
話
の
「
片
言
隻
語

を
誤
ら
ず
」
に
文
章
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
繰
り
返
し
、
強
調
す
る
。

文も
ん

字じ

能
く
人
の
言げ

ん

語ご

を
写
す
と
雖
も
、
只
其
意
義
を
失
は
ず
し
て
之
を
文
字
に
留
む
る
の
み
。
其
活
潑
な
る
説
話
の
片
言
隻
語
を
洩

ら
さ
ず
之
を
収
録
し
て
文
字
に
留
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
は
、
我
国
に
言
語
直
写
の
速
記
法
な
き
が
為
め
な
り
。
予
［
…
］
一
の
速
記

法
を
案
出
し
て
［
…
］
遂
に
言
語
を
直
写
し
て
其
片
言
隻
語
を
誤
ら
ず
、
其
筆
記
を
読
ん
で
其
説
話
を
親
聴
す
る
の
感
あ
ら
し
む
る

に
至
り
し
［
…
］
予
が
速
記
法
を
以
て
其
説
話
を
直
写
し
、
之
を
冊
子
に
為
し
［
…
］
円
朝
子
が
演
ず
る
所
の
説
話
を
其
儘
に
直
写

し
、
片
言
隻
語
を
改
修
せ
ず
し
て
印
刷
に
付
せ
し
は
、
即
ち
此
怪
談
牡
丹
燈
籠
な
り
［
…
］
所
謂
言
語
の
写
真
法
を
以
て
記
し
た
る

が
ゆ
ゑ
、
此
冊
子
を
読
む
者
は
亦
寄
席
に
於
て
円
朝
子
が
人
情
話
を
親
聴
す
る
が
如
き
［
…
］
我
が
速
記
法
の
功
用
の
著
大
な
る
を
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6
　
円
朝
速
記
本
と
言
文
一
致

　
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
の
『
怪
談
牡
丹
燈
籠
』
に
始
ま
る
一
連
の
円
朝
速
記
本
の
出
版
が
、
二
葉
亭
四
迷
や
山
田
美
妙
ら
に
よ
る

言
文
一
致
体
小
説
の
誕
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
の
は
、
既
に
神
話
化
さ
れ
た
話
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
を
、
具
体
的

な
語
法
・
文
体
の
レ
ベ
ル
で
実
証
す
る
の
は
甚
だ
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
も
、
そ
う
し
た
方
向
で
の
例
証
は
語
れ
ず
に
、
神
話
の
周

辺
を
徘
徊
す
る
ば
か
り
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
、
予
め
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

一
　
若
林
玵
蔵
の
「
遠
大
の
目
的
」

　
最
初
の
円
朝
速
記
本
『
怪
談
牡
丹
燈
籠
』
巻
頭
に
筆
記
者
（
速
記
者
）・
若
林
玵
蔵（

1
）が
識
し
た
「
序
詞
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
締
め

括
ら
れ
て
い
る
。

　
但
其
記
中
往
々
文
体
を
失
し
抑
揚
其
宜
き
を
得
ず

　
通
読
に
便
な
ら
ざ
る
所
あ
り
て
尋
常
小
説
の
如
く
な
ら
ざ
る
は

　
即
ち
其
調

を
為
さ
ゞ
る
言
語
を
直
写
せ
し
速
記
法
た
る
所
以
に
し
て

　
我
国
の
説
話
の
語
法
な
き
を
示
し

　
以
て
将
来
我
国
の
言
語
上
に
改
良

を
加
へ
ん
と
欲
す
る
遠
大
の
目
的
を
懐
く
も
の
な
れ
ば

　
看
客
幸
ひ
に
之
を
諒
し
て
愛
読
あ
ら
ん
こ
と
を
請
ふ（

2
）
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7
　
文
章
語
の
性
格

一
　
は
じ
め
に

　「
言
文
一
致
」
の
理
想
を
、「
言
」、
即
ち
、「
話
し
こ
と
ば
」
と
、「
文
」、
即
ち
、「
書
き
こ
と
ば
」
と
の
完
全
な
一
致
、
つ
ま
り
「
話

す
が
ま
ま
」
に
書
か
れ
た
文
章
の
完
成
と
み
る
な
ら
ば
、
近
代
の
言
文
一
致
運
動
は
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た

新
し
い
文
体
は
、
そ
し
て
現
在
、
私
た
ち
が
言
文
一
致
体
と
し
て
用
い
て
い
る
文
体
は
、
け
っ
し
て
「
話
す
が
ま
ま
」
の
文
章
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
、
日
常
の
「
話
し
こ
と
ば
」
の
世
界
と
は
離
れ
た
、
独
自
の
新
し
い
「
文
章
語
」
の
創
出
の
過
程
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
、
日
本
語
の
文
章
史
上
、
注
目
す
べ
き
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
文
章
語
を
転
換
す
る
画
期
と
な
っ
た
、
言
文
一
致
運
動
に
お

い
て
、
何
が
問
題
と
な
り
、
何
が
創
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
日
本
語
の
「
文
章
語
の
性
格
」
を
考
え
る
上
で
の
、
い
く
つ
か
の

重
要
な
問
題
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
し
ば
ら
く
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
初
期
の
言
文
一
致
論
の
周
辺
を
追
っ

て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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8
　
録
音
資
料
の
歴
史

1
　
錫
箔
式
円
筒
蓄
音
機
の
発
明

　
一
八
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
の
発
明
王
ト
マ
ス
・
A
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
最
初
の
録
音
再
生
装
置
を
発
明
し
た
。
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ

（phono 

〈
音
〉 

＋ graph 

〈
記
録
す
る
も
の
〉）
と
名
付
け
ら
れ
た
、
こ
の
機
械
は
、
音
に
よ
る
空
気
の
振
動
を
針
先
の
震
え
に
変
え
、
回

転
す
る
円
筒
軸
に
巻
い
た
錫
箔
に
深
浅
の
刻
み
を
つ
け
て
記
録
し
、
再
生
時
に
は
、
逆
に
錫
箔
の
凹
凸
を
針
先
で
拾
い
、
空
気
を
振
動
さ

せ
て
再
生
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
空
気
振
動
と
針
先
の
振
動
と
の
間
で
物
理
的
に
情
報
を
や
り
取
り
す
る
と
い
う
本
機
の
ア
イ
デ

ア
は
、
記
録
媒
体
が
箔
か
ら
円
管
・
円
盤
へ
と
移
り
、
振
動
方
向
も
縦
刻
み
か
ら
横
揺
れ
に
代
わ
り
、
後
に
は
電
気
信
号
に
よ
る
増
幅
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
る
等
す
る
も
の
の
、
L​

P
時
代
に
至
る
ま
で
、
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　
同
年
末
に
示
さ
れ
た
特
許
出
願
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
用
途
が
示
さ
れ
て
い
る
（
山
川
（
一
九
九
二
）
一
一
頁
の
訳
に
よ
る
）。
録
音

再
生
装
置
の
基
本
的
な
用
途
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

1
　
速
記
者
を
使
わ
な
い
で
手
紙
を
書
い
た
り
、
各
種
の
口
述
に
使
え
る
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9
　
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク
と
平
円
盤
初
吹
込

　
横
浜
外
人
墓
地
の
一
角
、
正
門
か
ら
右
手
に
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
十
字
架
型
の
石
造
の
墓
碑
が
立
っ
て
い
る
。
墓
碑
は
十
字
架
と

上
・
中
・
下
三
段
重
ね
の
方
形
の
台
座
か
ら
な
り
、
そ
の
前
に
は
、
別
に
巻
物
を
開
い
た
形
の
墓
碑
が
置
か
れ
て
い
る
。
三
段
の
台
座
の

正
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
な
字
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

①
　
上
段
：IN

 LO
V

IN
G

 M
EM

O
R

Y O
F

／JO
H

N
 R

ED
D

IE B
LA

CK

／B
O

R
N

 JA
N

 8‌ T
H

 1927

／D
IED

 JU
N

E 11T
H

 1880

中
段
：A

N
D

 H
IS D

EA
R

LY LO
V

ED
 W

IFE

／ELIZA
B

ET
H

 CH
A

R
LO

T
T

E

／CA
LLED

 H
O

M
E O

CT
O

B
ER

 7‌ 1922

下
段
：A

LSO

／H
EN

R
Y JA

M
ES

／T
H

EIR
 ELD

EST
 SO

N

／D
IED

 1923 A
G

ED
 66‌

ま
た
、
前
方
の
墓
碑
に
は
、

②
　ELIZA

B
ET

H
 PA

U
LIN

E

／B
LA

CK

／B
O

R
N

 25‌ T
H

 JU
LY 1869

／D
IED

 8‌ T
H

 JU
N

E 1945

／IN
 T

O
K

YO

と
い
う
字
句
が
み
え
る
。

　
こ
れ
が
、
明
治
初
期
の
新
聞
『
日
新
真
事
誌
』
の
編
集
・
発
行
者
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
と
そ
の
家
族
の
墓
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ジ
ョ

ン
の
長
男
と
し
て
同
じ
く
こ
こ
に
眠
る
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク
こ
そ
、〝
変
な
外
人
〟（
最
近
は
聞
か
な
く
な
っ
た
こ
と

ば
だ
。）
タ
レ
ン
ト
第
一
号
と
も
い
う
べ
き
、
英
国
人
落
語
家
・
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク
そ
の
人
で
あ
る
。
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10
　 

今
世
紀
初
頭
東
京
語
資
料
と
し
て
の
落
語
最
初
の
レ
コ
ー
ド

　
本
編
は
、
今
世
紀
初
頭
に
吹
き
込
ま
れ
た
落
語
最
初
期
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
紹
介
し（

1
）、
そ
の
言
語
資
料
、
特
に
東
京
語
資

料
と
し
て
の
利
用
価
値
と
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一

　
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
一
月
一
六
日
、
極
東
録
音
遠
征
中
の
F
・
ガ
イ
ス
ベ
ル
ク
を
は
じ
め
と
す
る
英
国
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
の
一

行
が
、
横
浜
に
上
陸
し
た
。
彼
等
は
、
当
時
活
躍
中
の
英
人
落
語
家
・
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク
（
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク
、
石

井
ブ
ラ
ッ
ク
）（
一
八
五
八
─
一
九
二
三
）（

2
） 

の
協
力
の
下
、
約
半
月
の
下
調
べ
の
後
、
二
月
初
旬
か
ら
三
月
初
旬
に
か
け
て
、
東
京
築

地
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
の
一
室
を
録
音
場
所
に
、
当
時
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
日
本
芸
能
を
録
音
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

が
、
日
本
で
の
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
初
吹
込
と
思
わ
れ
る（

3
）。

　
一
方
、
同
年
暮
に
は
、
銀
座
・
天
賞
堂
が
次
の
よ
う
な
新
聞
広
告
を
出
し
て
い
る
。
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11
　
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク
の
日
本
語
の
発
音

　
今
秋
、
一
九
八
五
年
九
月
一
九
日
、
英
人
落
語
家
・
快
楽
亭
ブ
ラ
ッ
ク
こ
と
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
（
日
本
帰
化
名
・

石
井
貌ブ

ラ
ツ
ク

剌
屈
）
の
六
十
三
回
目
の
命
日
に
あ
た
る
こ
の
日
、
森
岡
ハ
イ
ン
ツ
・
佐
々
木
み
よ
子
両
氏
達
の
尽
力
で
新
た
に
墓
前
に
建
立
さ

れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
の
顕
彰
碑（

1
）の
除
幕
式
を
含
む
、
第
一
回
の
「
快
楽
忌
」
が
、
彼
の
眠
る
横
浜
山
手
外
人
墓
地
と
近
く
の
ゲ
ー
テ
座
を

会
場
に
行
な
わ
れ
た（

2
）。
こ
の
模
様
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
で
も
報
道
さ
れ
た
の
で
、
あ
る
い
は
御
記
憶
の
読
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

知
れ
な
い
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
異
色
の
〝
青
い
目
の
落
語
家
〟
と
し
て
芸
能
界
で
活
躍
し
、
数
々
の
注
目
す
べ
き
活
動
を
し
た
が
、
晩
年
に
は
殆
ん
ど

忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
り
、
死
後
、
最
近
よ
う
や
く
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る（

3
）。
今
度
の
墓
碑
建
立
と
「
快
楽
忌
」
が
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
彼
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

　
彼
の
演
じ
た
噺
は
い
く
つ
か
の
速
記
本
・
雑
誌
に
残
り
、
ま
た
、
彼
の
吹
き
込
ん
だ
レ
コ
ー
ド
も
数
点
あ
る
。
そ
こ
に
残
さ
れ
た
言

葉
、
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
英
人（

4
）ブ
ラ
ッ
ク
が
習
得
し
駆
使
し
た
日
本
語
を
探
る
こ
と
は
、
英
語
を
母
語
と
す
る
二
言
語

使
用
者（

5
）の
持
つ
日
本
語
の
有
様
を
み
る
試
み
で
も
あ
り
、
ま
た
、
当
時
の
日
本
語
（
特
に
東
京
口
語
）
の
姿
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
試

み
と
も
な
ろ
う
。
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12
　 

二
十
世
紀
初
頭
の
東
京
語
子
音
の
音
価
・
音
訛� 	

	
  

─
落
語
レ
コ
ー
ド
を
資
料
と
し
て

─

　
本
稿
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
録
音
さ
れ
た
東
京
落
語
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
を
主
資
料
と
し
て
観
察
さ
れ
る
、
当
時
の
東
京
語（

1
）の
音
声

の
状
態
、
と
く
に
子
音
の
音
価
・
音
訛
に
つ
い
て
、
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
調
査
資
料
・
対
象

　
本
稿
で
利
用
し
た
、
落
語
最
初
期
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
資
料
群
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
既
に
〔
文
献
10
〕
で
紹
介
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ

で
は
繰
り
返
さ
な
い（

2
）。
一
言
で
い
え
ば
、
東
京
口
語
資
料
と
し
て
、
我
々
が
現
実
的
に
利
用
し
う
る
、
最
古
の
音
声
と
し
て
の
音
声

言
語
資
料
群
を
構
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
調
査
対
象
を
、
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
最
初
の
吹
込
時
期
で
あ
る
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）（

3
） 

年
か
ら
輸
入
盤
時
代
の
最
後

と
い
え
る
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）（

4
） 

年
ま
で
に
録
音
・
発
売
さ
れ
た
、
東
京
落
語
家
所
演
の
レ
コ
ー
ド
に
限
っ
た
。

　
年
代
を
区
切
っ
た
の
は
便
宜
に
よ
る
。
年
限
を
拡
げ
る
の
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
共
時
的
状
態
の
記
述
の
目
的
を
損
う
可
能
性
が
あ

る
。
狭
め
す
ぎ
は
資
料
不
足
を
生
む
。
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
二
十
世
紀
の
最
初
の
十
年
に
あ
た
り
、
ま
た
、
録
音
年
の
特
定
に
比
較
的
有
利
な
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13
　 

二
十
世
紀
初
頭
の
東
京
語
母
音
の
音
価
・
音
訛� 	

	
  

─
落
語
レ
コ
ー
ド
を
資
料
と
し
て

─

　
本
稿
は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
録
音
さ
れ
た
東
京
落
語
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
を
主
資
料
と
し
て
観
察
さ
れ
る
、
当
時
の
東
京
語（

1
）の
音
声

の
状
態
、
と
く
に
母
音
の
音
価
・
音
訛
に
つ
い
て
、
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一
　
調
査
の
対
象
・
方
法

　
本
稿
で
調
査
対
象
と
し
て
利
用
し
た
資
料
、
調
査
の
方
法
・
手
順
は
、
前
に
発
表
し
た
〔
文
献
14（

2
）〕
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

　
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
か
ら
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
ま
で
に
録
音
・
発
売
さ
れ
た
、
東
京
落
語
家

所
演
の
、
落
語
最
初
期
平
円
盤
レ
コ
ー
ド
資
料
群（

3
）の
う
ち
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
、
そ
の
録
音
を
採
録
・
調
査
し
え
た
も
の
。

　
初
代
（
三
代
目
）
三
遊
亭
円
遊
（
一
八
四
九
─
一
九
〇
七
）、
四
代
目
柳
亭
左
楽
（
一
八
五
六
─
一
九
一
一
）、
三
代
目
柳
家
小
さ
ん

（
一
八
五
七
─
一
九
三
〇
）、
六
代
目
朝
寝
坊
む
ら
く
（
一
八
五
八
？
─
一
九
〇
七
）、
初
代
三
遊
亭
円
右
（
一
八
六
〇
─
一
九
二
四
）、
四

代
目
橘
家
円
蔵
（
一
八
六
四
─
一
九
一
四
）、
三
代
目
蝶
花
楼
馬
楽
（
一
八
六
四
─
一
九
一
四
）、
四
代
目
橘
家
円
喬
（
一
八
六
五
─
一
九

一
二
）、
初
代
柳
家
小
せ
ん
（
一
八
八
三
─
一
九
一
九（

4
））
の
所
演
に
よ
る
、（
レ
コ
ー
ド
片
面
に
つ
き
一
点
と
す
る
と
）
約
七
〇
点
、



BOOK SAMPLE  ©Kurosio Publishers

220

14
　
二
十
世
紀
早
期
の
演
説
レ
コ
ー
ド
資
料
群
に
聴
く
合
拗
音
の
発
音

　
本
稿
は
、
二
十
世
紀
早
期
に
録
音
さ
れ
た
演
説
レ
コ
ー
ド
資
料
群
に
聴
か
れ
る
合
拗
音
の
発
音
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
二
十
世
紀
早
期
の
演
説
レ
コ
ー
ド
資
料
群
に
つ
い
て

　
二
十
世
紀
の
早
い
時
期
か
ら
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
政
治
家
・
文
化
人
の
演
説
・
講
演
レ
コ
ー
ド
資
料
群
（
以
下
、
演
説
レ
コ
ー
ド
と

総
称
。
本
稿
で
は
、
一
九
一
五
〜
四
〇
年
録
音
盤
に
対
象
を
限
定（

1
）。）
は
、
当
時
の
音
声
言
語
を
記
録
し
た
資
料
と
し
て
、
国
語
史

上
、
興
味
あ
る
資
料
群
で
あ
る
。

　
演
説
レ
コ
ー
ド
は
、
同
時
期
の
音
声
言
語
資
料
群
で
あ
る
東
京
（
な
い
し
上
方
）
落
語
レ
コ
ー
ド
資
料
群
と
比
べ
、
そ
の
言
語
資
料
的

性
格
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
た（

2
）。

　
東
京
落
語
レ
コ
ー
ド
で
は
、
そ
の
芸
能
形
態
上
、
市
井
の
日
常
会
話
に
近
い
言
語
が
聴
か
れ
る
。
吹
込
者
で
あ
る
落
語
家
は
、
東
京
の

庶
民
層
出
身
者
が
多
く
、
学
歴
も
高
く
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
の
東
京
方
言
的
な
日
常
言
語
を
記
録
し
た
録
音
資
料

と
し
て
期
待
で
き
る
。
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15
　 

東
京
語
の
録
音
資
料� 	

	
  

─
落
語
・
演
説
レ
コ
ー
ド
を
中
心
と
し
て

─

一
　
言
語
史
資
料
と
し
て
の
録
音
資
料

　
十
九
世
紀
末
以
降
の
言
語
・
言
語
史
研
究
が
、
そ
れ
以
前
と
決
定
的
に
異
な
る
点
の
一
つ
に
、
録
音
資
料
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
点
が
あ
る
。

　
一
八
七
七
年
の
T
・
A
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
の
錫
箔
円
筒
式
蓄
音
機
発
明
以
来
、
音
声
を
音
声
と
し
て
記
録
し
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
そ
う
し
た
録
音
に
は
当
時
の
人
々
の
口
頭
語
も
含
ま
れ
、
言
語
研
究
の
資
料
と
も
な
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
録
音
資
料
は
、
装
置
の

拙
劣
さ
に
よ
る
精
度
上
の
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
文
献
か
ら
の
推
定
と
異
な
り
、
当
時
の
音
声
言
語
の
姿
を
音
声
と
し
て
聴
取
し
分
析

で
き
る
利
点
を
持
つ
。

　
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
語
・
東
京
語
に
関
し
て
も
、
そ
う
し
た
口
頭
語
資
料
と
な
る
録
音
が
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
。
以
下
、
言
語
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
録
音
に
言
及
し
つ
つ
、
日
本
で
の
録
音
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う（

1
）。

　
エ
デ
ィ
ソ
ン
の
発
明
の
翌
年
、
一
八
七
八
年
、
東
京
大
学
の
御
雇
外
国
人
教
師
J
・
A
・
ユ
ー
イ
ン
グ
が
蓄
音
機
を
製
作
、
公
開
す
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16
　
最
も
早
い
日
本
語
録
音
資
料
群
の
出
現� 	

	

─
一
九
〇
〇
年
パ
リ
に
お
け
る
川
上
音
二
郎
一
座
の
平
円
盤
録
音

─

一
　
最
古
の
日
本
語
録
音
資
料
群

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
に
お
け
る
平
円
盤
（
デ
ィ
ス
ク
式
レ
コ
ー
ド
）
録
音
の
最
初
は
、
一
九
〇
三
年
二
〜
三
月
に
、
F
・
W
・
ガ
イ
ス
ベ

ル
ク
ら
英
国
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
（
以
下
、
G
社
）（

1
） 
一
行
が
東
京
で
行
な
っ
た
も
の
と
、
思
わ
れ
て
い
た（

2
）。
そ
の
際
に
録
音
さ
れ
た

も
の
の
多
く
は
伝
統
的
な
音
曲
類
で
あ
る
が
、
東
京
落
話
の
録
音
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
、
現
実
的
に
利
用
で
き
る

最
古
の
日
本
語
口
語
録
音
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

3
）。

　
と
こ
ろ
が
、
今
般
、
そ
れ
よ
り
三
年
近
く
早
く
、
一
九
〇
〇
年
八
月
頃
に
、
G
社
が
、
パ
リ
万
博
に
出
演
中
だ
っ
た
川
上
音
二
郎
一
座

の
演
芸
を
録
音
し
て
お
り
、
そ
の
S​

P
盤
が
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
昨
年
暮
れ
、
そ
れ
ら
の
録
音
を
収
め
た
C​

D
『
甦
る
オ

ッ
ペ
ケ
ペ
ー

─
1​

9​

0​

0
年
パ
リ
万
博
の
川
上
一
座

─
［
J
・
ス
コ
ッ
ト
・
ミ
ラ
ー
発
見
の
ベ
ル
リ
ナ
ー
盤
に
よ
る
］』（［
企
画
］

J
・
ス
コ
ッ
ト
・
ミ
ラ
ー
、［
監
修
・
解
説
］
都
家
歌
六
・
岡
田
則
夫
・
山
本
進
・
千
野
喜
資
、
東
芝
E​

M​

I
、
T​

O​

C​

G
─

5​

4​

3​

2
、

一
九
九
七
年
一
二
月
一
七
日
発
売
）
が
、
企
画
・
監
修
者
達
に
よ
る
詳
細
な
解
説
（
以
下
、『
解
説
』）
を
添
え
て
、
公
に
さ
れ
た（

4
）。
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17
　
一
九
〇
三
年
二
月
録
音
の
東
京
落
語
平
円
盤
資
料
群
に
つ
い
て

　
本
稿
は
、
一
九
〇
三
年
二
月
、
東
京
で
、
英
国
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
社
（
以
下
、
G
社
）
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ
た
本
邦
最
初
の
デ
ィ
ス
ク
式

（
平
円
盤
）
録
音
資
料
群（

1
） （
以
下
、
本
録
音
）
に
含
ま
れ
る
東
京
落
語
資
料
群
（
以
下
、
本
資
料
群
）
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も

の
で
あ
る
。一

　
本
資
料
群
の
録
音
時
期
と
録
音
時
間

一
─
一　

録
音
時
期

　
旧
稿
・
清
水
（
一
九
八
一
）
に
お
い
て
、
私
は
、
本
録
音
を
行
な
っ
た Fred W

. G
aisberg

（
以
下
、
ガ
イ
ズ
バ
ー
グ（

2
））
の
回
顧

録
（G
aisberg

（1947

））
記
事
と
当
時
の
英
字
新
聞
に
載
る
来
日
外
国
人
情
報
と
を
照
合
し
た
結
果
、
G
社
一
行
が
、
一
九
〇
三
年
一

月
一
六
日
に
横
浜
に
到
着
し
、
二
月
初
め
に
東
京
に
移
動
、
二
月
五
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
東
京
・
築
地
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に

滞
在
、
こ
の
東
京
滞
在
期
間
中
に
録
音
活
動
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
（
清
水
（
一
九
八
五
）
で
、
別
の
英
字
新
聞
記
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18
　
一
九
〇
〇
〜
一
九
〇
一
年
に
欧
州
で
録
音
さ
れ
た
日
本
語
音
声
資
料
群

1
．
録
音
再
生
装
置
の
開
発

［
1
］
錫
箔
式
円
筒
蓄
音
機

　
一
八
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
の
発
明
王
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
［T

hom
as A

. Edison

］
が
、
最

初
の
録
音
再
生
装
置
を
発
明
し
た
［
図
1
］。

　
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
（Phonograph

＝phono

〈
音
〉 

＋ graph

〈
記
録
す
る
も
の
〉）
と
名
付
け
ら

れ
た
、
こ
の
機
械
は
、
音
に
よ
る
空
気
の
振
動
を
針
先
の
震
え
に
変
え
、
回
転
す
る
円
筒
軸
に
巻

い
た
錫
箔
に
深
浅
の
刻
み
を
つ
け
て
記
録
し
、
再
生
時
に
は
、
逆
に
錫
箔
の
凹
凸
を
針
先
で
拾

い
、
空
気
を
振
動
さ
せ
て
再
生
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
空
気
振
動
と
針
先
の
振
動
と
の
間

で
物
理
的
に
情
報
を
や
り
取
り
す
る
と
い
う
本
機
の
ア
イ
デ
ア
は
、
媒
体
が
箔
か
ら
円
管
・
円
盤

［図 1］エジソンの錫箔蓄音機
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19
　
欧
米
の
録
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ� 	

	

─
初
期
日
本
語
録
音
資
料
所
蔵
機
関
を
中
心
に

─

　
筆
者
ら
は
、
こ
の
数
年
来
、
蝋
管
等
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
初
期
録
音
資
料
群
の
音
源
保
存
・
音
声
復
元
・
内
容

分
析
を
目
指
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る（

1
）。
本
稿
は
、
そ
の
過
程
で
所
蔵
状
況
調
査
や
意
見
交
換
の
た
め
に
訪
れ
た
、

そ
う
し
た
初
期
録
音
資
料
群
を
所
蔵
す
る
欧
米
の
録
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ（

2
）の
う
ち
の
幾
つ
か
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
数
年
に
わ
た
る
調
査
に
基
づ
く
た
め
、
以
下
で
示
す
内
容
は
、
必
ず
し
も
最
新
の
情
報
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
多
く
は
図
書
館
・
博
物
館
等
に
所
属
し
て
い
る（

3
）の
で
、
そ
れ
ら
の
図
書
館
等
に
関
わ
る
事
柄
も
、
余
談
と

し
て
、
少
々
、
触
れ
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

1
．
録
音
再
生
装
置
の
発
明
と
、
そ
の
学
術
的
利
用

　
次
章
以
降
で
、
各
録
音
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
紹
介
す
る
前
に
、
録
音
再
生
装
置
の
発
明
と
、
そ
の
学
術
的
利
用
の
始
ま
り
に
関
し
て
、
簡

単
に
述
べ
て
お
く
。
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20
　
一
九
〇
〇
年
パ
リ
日
本
語
録
音
資
料
の
概
要
と
吹
込
者
の
特
定

1
．
一
九
〇
〇
年
パ
リ
人
類
学
会
に
よ
る
日
本
人
の
吹
込
み
録
音

　
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
開
催
を
期
に
、
パ
リ
人
類
学
会
（Société d’anthropologie de Paris

）
が
、
同
地
を
訪
れ
た
世
界

各
国
の
人
々
を
吹
込
者
と
し
て
、
世
界
の
諸
言
語
を
録
音
す
る
「
録
音
博
物
館
」（M

usée phonographique

）
を
企
画
・
実
行
し
た
こ

と
は
、
第
Ⅰ
部
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
中
に
、
日
本
人
に
よ
っ
て
吹
き
込
ま
れ
た
録
音
が
、
蝋
管
14
本
分
、
残
さ
れ
て
い
る
。
録
音
時
間
は
各
1
分
〜
2
分
半
程
度
で
、

録
音
・
保
存
状
態
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。

　
連
続
す
る
整
理
番
号
194
〜
207
（
以
下
、
同
番
号
は
斜
体
で
示
す
：
う
ち
198
・
199
・
201
の
3
点
は
内
容
を
2
つ
に
分
け
て
記
録
。
207
は
他

と
同
様
の
様
式
で
の
記
録
台
帳
が
無
く
、
手
書
き
メ
モ
の
み
残
る
）
を
持
つ
、
こ
れ
ら
の
録
音
に
つ
い
て
、
記
録
台
帳
に
記
さ
れ
た
情
報

を
示
す
と
［
表
1
］
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
各
欄
で
、
空
白
と
な
っ
て
い
る
の
は
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
も
の
、「
〃
」
は
前

の
段
と
同
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
録
音
内
容
欄
で
の
［

　
］
は
、
記
録
台
帳
に
無
い
情
報
を
筆
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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21
　
一
九
〇
〇
年
パ
リ
日
本
語
録
音
の
発
音
・
語
法
上
の
特
徴

　
本
章
で
は
、
一
九
〇
〇
年
パ
リ
日
本
語
録
音
に
関
し
、
そ
こ
に
窺
え
る
発
音
・
語
法
等
の
言
語
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
検

討
を
試
み
て
い
く
。

1
．「
放
蕩
息
子
」
朗
読
の
方
言
差

　
一
九
〇
〇
年
パ
リ
日
本
語
録
音
中
、
194
〜
198
に
は
、
4
人
の
異
な
る
吹
込
者
に
よ
る
新
約
聖
書
ル
カ
福
音
書
・
第
15
章
中
の
「
放
蕩
息

子
の
帰
還
」
の
朗
読
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
う
ち
195
は
音
節
区
切
り
読
み
）。

　
こ
の
録
音
企
画
の
関
連
文
書
資
料
群
の
中
に
、
手
書
き
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
「
放
蕩
息
子
」
日
本
語
本
文
の
メ
モ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

録
音
内
容
の
聴
き
取
り
の
際
に
用
い
た
も
の
ら
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
注
記
が
見
ら
れ
る
。

　
朗
読
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
た
本
文
は
、
こ
の
ロ
ー
マ
字
版
で
は
な
く
、［
図
1
］
に
該
当
部
分
を
掲
げ
た
『
印
照
新
約
全
書
』（
大
日
本

聖
書
館
、
一
八
九
九
）、
あ
る
い
は
、
こ
れ
と
同
じ
字
組
・
行
組
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る（

1
）。

　
194
〜
198
の
朗
読
内
容
は
同
書
の
本
文
と
同
じ
で
、
か
つ
、
195
に
起
こ
る
読
み
飛
ば
し
は
同
書
210
頁
の
後
ろ
か
ら
2
行
目
の
丸
々
1
行
分
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22
　
一
九
二
三
年
に
パ
リ
で
録
音
さ
れ
た

上
田
万
年
に
よ
る
『
天
草
版
平
家
物
語
』
の
解
説
と
朗
読

─
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
一
九
二
〇
年
代
日
本
語
録
音
資
料
群

─

　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
録
音
資
料
、
上
田
万
年
、『
天
草
版
平
家
物
語
』、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
大
英
博
物
館

　
二
〇
一
四
年
末
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（B

ibliothèque nationale de France

：
以
下
、
B​

n​

F
）
が
公
開
し
た
電
子
展
示
会

『
フ
ラ
ン
ス
と
日
本

　
ひ
と
つ
の
出
会
い
一
八
五
〇
─

一
九
一
四
』（http://expositions.bnf.fr/france-japon/

）（
1
） 

に
は
、
同
館
が
所

蔵
す
る
日
本
語
録
音
資
料
を
紹
介
す
る
「
音
源
資
料 D

ocum
ents sonores

」（http://gallica.bnf.fr/htm
l/und/asie/docum

ents-

sonores

）
と
い
う
サ
イ
ト（

2
）が
設
け
ら
れ
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
同
国
を
訪
れ
た
日
本
人
が
吹
き
込
ん
だ
日

本
語
録
音
が
、
内
容
音
声
だ
け
で
は
な
く
、
解
説
（
仏
語
。
日
本
語
訳
も
付
く
）
や
記
録
台
帳
等
の
関
連
資
料
と
共
に
、
幾
つ
か
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
中
の“

Enregistrem
ents à l’Exposition universelle de 1900”

と
示
さ
れ
た
子
サ
イ
ト
に
は
、
現
存
最
古
の
日
本
語
録
音
資

料
群
と
思
わ
れ
る
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
時
で
の
録
音
が
、
全
14
点
、
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
一
般
に
は
聴
取
が
難
し
か
っ
た
同
資
料

群
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
自
由
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
有
難
い
こ
と
で
あ
る（

3
）。

　
ま
た
、“D

isques 78‌ tours enregistrés par les A
rchives de la Parole 

…”
と
い
う
方
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
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解
説

　
清
水
康
行
先
生
の
学
問

鈴
木
広
光

　
本
論
文
集
は
二
〇
二
四
年
四
月
に
逝
去
さ
れ
た
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
清
水
康
行
先
生
の
研
究
業
績
の
う
ち
、
速
記
お
よ
び
録
音
資

料
に
よ
る
近
代
日
本
語
研
究
に
関
す
る
論
考
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
の
絞
り
込
み
、
論
文
の
選
択
と
配
列
、『
速
記
と
録
音

と
日
本
語
の
近
代
』
と
い
う
書
名
は
編
集
に
携
わ
っ
た
小
柳
智
一
、
山
東
功
、
鈴
木
広
光
の
合
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。

　
＊

　
清
水
康
行
先
生
の
残
さ
れ
た
業
績
を
ま
と
め
た
論
文
集
を
編
む
に
あ
た
り
、
ま
ず
テ
ー
マ
を
近
代
に
お
け
る
日
本
語
と
速
記
・
録
音
と

い
う
新
た
な
記
録
方
法
と
の
出
会
い
に
絞
り
込
ん
だ
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
じ
つ
は
先
生
は
録
音
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究

を
テ
ー
マ
に
し
た
著
書
を
執
筆
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
論
文
リ
ス
ト
を
残
さ
れ
て
い
た
。
日
付
が
な
い
た
め
、
い
つ
の

時
点
の
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
後
述
す
る
研
究
報
告
書
以
前
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
リ
ス
ト
の
範
囲
を
越
え

て
、
速
記
資
料
に
関
連
す
る
論
考
ま
で
含
む
テ
ー
マ
を
選
択
し
た
の
は
、
編
集
に
携
わ
っ
た
三
人
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
先
生
の

ご
遺
志
に
も
と
づ
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
に
先
生
の
学
問
の
足
跡
を
辿
り
つ
つ
、
本
論
文
集
の
テ
ー
マ
に
絞
り
込
む
ま
で
の

経
緯
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
ご
く
初
期
の
文
法
関
係
の
論
考
を
除
く
と
、
先
生
は
一
貫
し
て
近
代
日
本
語
の
研
究
に
従
事
さ
れ
た
。
明
治
以
降
の
日
本
人
は
、
普
通

教
育
の
導
入
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な
ど
に
よ
り
日
本
語
と
の
関
わ
り
方
が
従
来
か
ら
大
き
く
転
回
す
る
事
態
に
直
面
し
た
。
さ
ら
に




